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  ニュース項目                                         

■WebEx とイントラネッツが日本市場で業務提

携、共同事業開始 

 ウェブエックス・コミュニケーションズ・ジャパン株式会社

（東京都港区）とイントラネッツ株式会社（東京都千代田区）

は、両社の米国親会社の資本・業務提携を受け、日本市

場においても業務提携を実施し、本格的に共同事業展開

を開始した。ウェブエックスは、世界に２２０００社の顧客を

持つウェブ会議サービスの世界的大手、イントラネッツは、

中小企業向けグループウエアサービスを提供する会社。 

 ２００５年９月米 WebEx Communications社は、イントラネッ

ツの米国親会社である旧 Intranets.Com を友好的に買収し、

イントラネッツは WebEx グループの一員となった。両社が

提携することにより、両社の持つ市場での強みを生かし、こ

れまで以上に強力なマーケティング／セールス活動を行い、

サービスの拡販による大幅な売上増加を目指す。 

 業務提携の第一ステップとしては、（１）WebEx の Web ミ

ーティングサービスをイントラネッツの日本国内４０万ユー

ザーへ販売促進を行う、（２）WebEx の Web ミーティング機

能をイントラネッツ次期バージョンへ搭載する。イントラネッ

ツが今年夏頃リリース予定のグループウエアサービスの次

期バージョンに WebEx の Web ミーティング機能を搭載し、

グループウエア機能との連動も実現する。現在米国両本

社の技術支援を受け、開発作業を進めている。 

 また、以下の施策も順次実施していく予定。（１）相互の既

存ユーザーへのクロスセールス、（２）共同での新規ユーザ

ー開拓（共同マーケティング）、展示会の合同開催、（３）イ

ントラネッツのサポート業務における WebEx サービスの活

用、（４）社内リソースの統合による業務効率化。 

 

■TOAと NHK、IP マルチキャスト配信で最大 64

者の大規模音声会議ができるシステムを開発 

TOA 株式会社（兵庫県神戸市）と日本放送協会（東京都

渋谷区）は共同で、放送業務で利用される業務連絡及び大

規模な多地点遠隔音声会議を想定した、IP ネットワークを介

して、FM 放送以上の高音質を実現した音声会議システムを

開発。 

話者以外はマルチキャスト配信によって１台のサーバー

(連結サーバー)で最大で64者（地点）の遠隔会議が可能。そ

して、参加者のうち、任意４者までユニキャスト通信による同

時双方向通話に加え N-1 処理を行うことで、品質の高いコミ

ュニケーションを実現。N-1 処理は、それぞれの話者に対し

て、全話者（N）の混合音声から自分の発信音声だけを取り除

いた混合音声音声（N-1）を返す処理のこと。 

また、音声伝送に特化し、5.1chサラウンド音声（48khzサン

プリングで 24bit 伝送）を一括伝送できる端末も開発した。さら

に、あらかじめ設定された端末同士では、サーバーを介さず

にホットライン通話が可能。 

開発にあたっては、TOA 独自の Packet Audio 技術を利用。

この技術は、インターネット等の汎用 IP ネットワークを介して

CD 以上の紺品位な多チャンネル音声をリアルタイムで双方

向に伝送できることを特長としている。同社の「ネットワークオ

ーディオアダプターNX-100」にも採用されている。 

開発した機器は、（１）マルチキャスト多地点遠隔音声サー

バー、（２）遠隔音声会議端末、（３）5.1 チャンネル高品位音

楽素材伝送機能をもった遠隔音声会議端末（マルチキャスト

伝送連絡端末）の３機種。 

共同開発は、2005 年初旬より開始している。今後の販売

時期や価格については未定。 

 

■中国 T3G 社、ラドビジョンの「３G-324M 開発

用ツールキット」を採用 

中国の T3G 社が、ラドビジョンの「３G-324M 開発用ツール
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キット」を採用したことを発表。T3G 社は、3G 携帯電話規格

である TD-SCDMA 向け携帯電話の参照設計のためにツ

ールキットを活用する。T3G 社は、中国の Datang Mobile 

Communications Equipment 社 、 韓 国 の Samsung 

Electronics 社、オランダの Royal Philips Electronics 社が、

2003 年 1 月に設立した合弁企業で、TD-SCDMA 方式の

携帯電話端末の開発などを行う。 

日本法人は、ラドビジョンジャパン株式会社（東京都渋

谷区）。ラドビジョン製は、ネットワンシステムズ株式会社（東

京都品川区）、マクニカネットワークス株式会社（神奈川県

横浜市）などで販売している。 

 

■米マイクロソフト、電話システムと LCSの統合

を目的とした協業を通信機器メーカーと進める 

米マイクロソフトは、音声コミュニケーションソリューション

とマイクロソフトが持つ「Microsoft Office Communicator 

2005」や「Microsoft Office Communicator Mobile」とを SIP

／SIMPLE をベースにした相互運用性（電話の通信制御）

を実現するために、アルカテル、アバイア、シスコシステム

ズ、ミテル、NEC、ノーテル、シーメンスと協業する。 

これらの企業が提供する音声コミュニケーションのソリュ

ーションと組み合わせれば、PBX や IP-PBX を経由した通

話 の 発 信 や 応 答 、 電 話 の プ レ ゼ ン ス 状 態 を Office 

Communicator で表示可能、インスタントメッセージングと音

声セッションモード切替えなどが実現する。 

マイクロソフトとしては、今回の協業についての発表は、

同社の企業用リアルタイムコミュニケーションの強化の一環

で、すでに統合型コミュニケーションとしては業界から高い

評価を得ているという。 

 

 ショートニュース項目                        

◆NEC エンジニアリング株式会社（神奈川県横浜市）は、

同社が開発するテレビ会議システム「MEDIAPOINT IP2」

のラインナップに、カメラなしの監視用モデル「NC モデル

（TC-2200NC）」を追加発売。MEDIAPOINT IP2 ラインナッ

プには、NC モデル以外には、内蔵カメラ付きの中小会議

室向け標準モデル「BC モデル（TC-2200BC）」、外付けカメ

ラ 付 き の 大 会 議 室 向 け 高 画 質 モ デ ル 「 HC モ デ ル

（TC-2200HC）」がある。NC モデルの標準価格は、348,000

円（税抜き）。 

◆イタリアのテレビ会議メーカーアエスラ社は、タイ王国の農

業・農業協同組合銀行（BAAC）に、同社の AVC8400 テレビ

会議コーデックを２台、セットトップタイプのテレビ会議システ

ム Vega X5 を９台導入した。各システムは、首都バンコクと大

国内の９県に設置される。部署間の会議用と遠隔トレーニン

グなどに使用される予定という。 

◆イタリアのテレビ会議メーカーアエスラ社は、同社のイギリ

ス事務所の移転を行い、ロンドン中心に近い地区に開設した。

イギリスはヨーロッパ最大のテレビ会議市場（端末台数、売上

とも）のため、今回の移転により同社のブランド力、事業展開

の強化を図る。日本では、VTV ジャパン株式会社（東京都千

代田区）、アライドテレシス株式会社（東京都品川区）で販売

している。 

◆Skype社と米Intel社は、SkypeのIP電話ソフトウェアをIntel

社のデュアルコアプロセッサーの PC に最適化することで提

携した。まずは、現在 Skype の IP 電話ソフトで可能な 5 人同

時の電話会議機能を、Skype バージョン 2.0 で１０人まで可

能にする。その他では、Skype のテレビ電話の性能をデュア

ルコアプロセッサーに最適化し、より高品質な映像通話を可

能にする。さらには、ハンドヘルドの PC や WiFi、WiMAX にも

最適な環境で Skype が使えるようにしていく。 

◆日本アビオニクス株式会社（東京都港区）は、同社が販売

し て い る USB メ モ リ 型 パ ソ コ ン 会 議 ソ フ ト ウ ェ ア USB 

collabo-20V にアプリケーション共有機能を追加。USB 

collabo-20V は、パソコンの USB ボードに差し込むだけで自

動起動し、パソコン会議をスタートできる。MCU サーバー（多

地点接続装置）なしで最大 20 地点までの同時接続が可能。

（USB collabo-20V 発売記事：CNA レポート・ジャパン Vol. 7 

No.5 2005 年 3 月 15 日） 

◆ラトビア共和国の三番目に大きなリエパーヤ市の市議会で、

イタリアのテレビ会議メーカーアエスラ社のテレビ会議システ
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ムが導入された。125 名のスタッフを抱える同市議会の担

当区域は、地理的に広大な面積をもち、部外局も分散して

設置されているため、コミュニケーションの効率化が喫緊の

課題だった。 

 

 特別レポート                         

米ヒューレット・パッカード 高精細ハイエンド

テレビ会議システム「Halo」について 

 

米ヒューレット・パッカード社  

Halo フューチャーズ・プロダクト 

マーケティングマネージャー マーク・ミンネ氏 
 

米ヒューレット・パッカード社が、アニメーショ 

ン映画の大手Dreamworks Animation 社の考案に 

より両社で共同開発した高精細テレビ会議システム 

「Halo」。 

Halo の初期導入価格は 55 万 USD、そしては月額

費用 18,000USD。同社がワールドワイドにHalo 用

の IP ネットワークを構築し、端末からネットワーク

までを提供するマネージドサービスとして提供して

いる。 

 今回の特別レポートは、編集長橋本のいるシンガポ

ールのHalo Studio（ヒューレット・パッカード・

シンガポール）と、ミンネ氏のいるアメリカオレゴ

ン州コーバリスにあるHalo Studio を Halo テレビ

会議システムで結び遠隔取材で行った。 

 

画面内は、ミンネ氏、手前は編集長橋本 

 

 

Halo システムとは 

Halo システムは、ヒューレット・パッカード社が世界に構築

した Halo 専用の IP ネットワーク（HVEN）を使い、Halo システ

ムの装置、ネットワーク接続、ヘルプデスク、遠隔保守を全て

パッケージ化したマネージドサービスとして昨年１２月に発表

し現在サービスとして提供している。HD カメラとプラズマディ

スプレイを使い、MPEG2 の広帯域を使った非常に高品質な

音と映像を実現している。 

 Halo は、システムとしては、Halo Studio、通信事業者が提

供 す る 光 フ ァ イ バ ー 専 用 線 接 続 、 HVEN （ Halo Video 

Exchange Network）の３つから構成されている。 

Halo Studio は、そのカメラ、プラズマディスプレイ、マイクな

どが装備された Halo 用の専用会議室を指し、世界中に張り

巡らされた Halo 用の IP ネットワーク（HVEN）の HUB に、通信

事業者の光ファイバーを使って接続し、他の Halo Studio とポ

イントツーポイントでテレビ会議やデータ共有会議接続が行

える。 

今後は多地点機能を今年中に追加していく予定だという。

Halo を持っていないユーザーは、電話機能で Halo でのテレ

ビ会議セッションに参加することも可能だ。この電話機能は電

話ユーザーが Halo セッションに参加するためだけでなく、ヘ

ルプデスクが対応するときにも使われる。 

Halo で使われている技術は、放送関係などで既に確立さ

れた MPEG2 などの技術をヒューレット・パッカード社のシステ

ムインテグレーションによって組み合わせて通信システムとし

て構築した。Halo での通信接続などのためのソフトウェアや

Halo システム全体を統括するサーバー、電話機能を提供す

るソフトウェア「フォンダイヤラー」もは、同社で開発した。「シ

ステムとして動かす部分についてヒューレット・パッカードとし

て開発した。」（ミンネ氏） 

すでにヒューレット・パッカード社社内はもとより、Halo のプ

ロトタイプを考案した Dreamworks Animation 社、ペプシコ社、

AMD 社などが使用しており、その他のユーザーとも現在導入

に向けてお話をしているという。ヒューレット・パッカード社社

内でも北米欧州アジアと設置されているが、さらに２０拠点設
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置箇所を増やしていくという。 

 

Halo システム開発のきっかけ 

Dreamworks Animation 社のオフィスは、世界に分散し

て存在しており、CEO ジェフリー・カッツェンバーグ氏は、

国際間でのコミュニケーションで、映像音声の遅延率の低

い、高い映像や音声のクオリティを実現したテレビ会議シス

テムがこの現存する市場にはないと思っていた。 

つまり、彼から言わせると、今までの既存のテレビ会議シ

ステムはDreamworks社が求めるものを満たしていなかった

ということだ。こういった Halo みたいなシステムは、技術志

向から開発に入る場合が多いが、彼はユーザーエキスペリ

エンスの視点からテレビ会議システムの有るべき姿を考え

ていた。 

Halo のプロトタイプを考案したカッツェンバーグ氏は、

Halo が開発される前には、3 週間毎に本社のあるハリウッド

から会社用のプライベートジェット機でイギリスのブリストル

まで幹部を連れて出張していた。片道 10 時間の飛行機の

旅で、彼としても疲れやストレスの蓄積は自分自身にとって

よくないと考え、また、往復２８万 USD のプライベートジェッ

ト機の費用が１回毎にかかっていた。同社としては、いまま

でも従来のテレビ会議システムを導入して使用してみたこ

とはあるが、彼としては彼が求めていた、“ユーザーエキス

ペリエンス”を得ることが出来なかったという。 

 それで自分としては、「このような（つまり後の Halo）シス

テムが欲しいのだ。」と、ヒューレット・パッカード社のエンジ

ニアに言ったところ「やってみましょう。」ということになった。   

 それで、Dreamworks Animation 社とヒューレット・パッカー

ド社との試行錯誤が始まり、システムを組んでは試験的な

接続を両社の間でおこなったりした。その時には、後述の

「コラボレーションスクリーン」は無かったが、映像と音声で

のテレビ会議接続を行った。そして、カッツェンバーグ氏は、

それを見て「まさしくこれが、私が望んでいたものだ。」と感

動したという。 

Dreamworks Animation 社としてはプロトタイプを考案し、

それをヒューレット・パッカード社がシステムという形に完成さ

せたのが、この Halo（英語ではヘイロと発音）だ。 

今は、ハリウッド、イギリスのブリストル、香港にこの Halo シ

ステムを設置しているという。「ハリウッドとブリストルを結んで

のHaloテレビ会議は、リアルタイムの仕事を行うには、非常に

よいと、カッツェンバーグ氏から評価いただいている。」（ミン

ネ氏） 

また、２００５年６月のワイヤード誌に、“Pixer Animation 

Studio 社は、年間１本の映画制作だが、テレビ会議によって

Dreamworks Animation 社は、年間２本の映画制作ができるよ

うになった。”と掲載されている。つまり、このテレビ会議は、

Halo を指す。 

また、Dreamworks Animation 社以外では、Halo を AMD 社

では、北米本社拠点だけでなく欧州（ドイツ）へ設置を検討、

また、ペプシコ社の社内５カ所で、さらにマイクロディバイス社

でも現在パイロットで社内２カ所、海外設置も検討していると

いう。「現在導入しているペプシコ社では、Halo によって根本

的に意志決定が変わったと聞いている。意志決定が今まで

以上に迅速に可能になった。他の会社の名前は開示できな

いが、導入についてお話をしている企業がいくつかある。」（ミ

ンネ氏） 

ところで、なぜ Halo と呼ぶのか。「Halo のコードネームは有

ったが、命名は非常に難しかった。機械的な名前よりも、短く

親しみの持てる名前にしたかった。それが Halo。」（ミンネ氏） 

ミンネ氏によると、同社の創業者デイブ・パッカードが、「エ

ンジニアが何を使いたいのかを聞くべきではなく、普通の人

が何を使いたいのかを聞くべきだ。」とよく言っていたという。  

  「当社では、自分で使いたいというものを設計して使う。そ

れはもしかすると他の人にも役立つかもしれないという考え方

が我々のビジネスの根本にある。」（ミンネ氏）Halo も HP の根

本理念に基づき、Dreamworks 社という“普通の人”が使いた

いというものを開発したというわけだ。Halo は同社内でも使わ

れているし今後も Halo の設置拠点を増やしていくという。自

分たちでも使ってみてよいと思ったのでヒューレット・パッカー

ド社としても Halo について本腰になった。 
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Dreamworks Animation 社とヒューレット・パ

ッカード社との関係  

Dreamworks 社とヒューレット・パッカード社との関係だが、

過去何年もの間技術パートナーとして協力してきたという。

「たとえば、アニメーション制作システムのために Linux を使

って開発したり、当社 HP 社のサーバーを使ってアニメーシ

ョン映画のレンダリング処理を行ったり、といった関係がい

ままであった。今回 Halo についても Dreamworks 社から連

絡があり、このように一緒に開発してきた。しかし、製品化に

ついては、Dreamworks 社の事業ではないため、我々が行

った。その話を頂いたときから当社で事業の可能性を検討

してきた。それで今回の製品化につながったというわけ

だ。」（ミンネ氏） 

 Halo については、Dreamworks 社とヒューレット・パッカー

ド社との間で１年半くらい取り組んできたという。そのうち３ヶ

月間両社の間を Halo で結んでいろいろとやってみて、ヒュ

ーレット・パッカード社としても社内設置を増やし、事業化と

しても検討した結果の製品化だそうだ。 

  

ヒューレット・パッカード社での社内利用 

 現在ヒューレット・パッカード社では、米国ではコーバリス、

ヒューストン、パロアルト、サンディエゴ、ニューヨークなど、

海外では、イギリス、スペイン、アジアでは、シンガポールに

Halo Studio がある。アジアでは現在シンガポールだけだが、

今後日本のヒューレット・パッカード社の拠点や他国など２０

拠点に設置を検討している。 

 なぜ、ヒューレット・パッカード社は Halo を活用するのか。

「我々自身製品開発をするために出張しなくても仕事が行

える遠隔コラボレーションの環境が欲しかった。」（ミンネ

氏） 

 米国のコーバリス（オレゴン州）は、インクジェットプリンタ

ー用のカートリッジ R&D 本部だが、シンガポールは、最新

版のインクジェットプリンターの製造拠点となっている。新し

いインクジェットの製造はまずアメリカから始めるが、その後

製造ボリュームが大きいところ、つまりシンガポールなどに

製造を移管していく作業がある。その移管作業は通常１年は

かかり、こういったことを過去 20 年間で 5-6 回行ってきた。そ

の移管作業の間、たとえばアメリカとシンガポールの間を何

回も出張しなければならなくなる。 

 この Halo はコーバリスとシンガポールに設置されているが、

Halo によって移管作業にかかわる 44 回の出張が削減でき、

且つ移管作業が１年から半年に短縮したという。つまり、意志

決定の時間短縮と製品発売までの時間を大幅に短縮できた

ということだ。それにより、働く人達の時間的な余裕も出てきて、

他のさらなる重要な仕事にも取り組めるようになった。これだ

けでも、ミンネ氏の言葉を借りると「当社としては大変すごいこ

とだった。」 

 また、ヒューレット・パッカード社はアメリカの会社だが海外

拠点の社員は、英語は外国語として使っている人が多く、そ

ういったところでのコミュニケーションも円滑に行えるようにな

ったとミンネ氏は指摘する。「電話会議や廉価なテレビ会議

だと英語がネィティブでない相手とのコミュニケーションが難

しい場合があるが、Halo は、映像と音声が非常によいため、

相手の声や表情、ボディーランゲージなどが自然によく伝わ

るので、お互いに適切なコミュニケーションがとれる。また、お

互いに距離が離れていても、毎日でも短時間でのミーティン

グも可能なわけだ。ちょっとミーティングを Halo で行い、そし

てまた自分の仕事にもどり、そしてまた必要であれば Halo で

ミーティングが行える。この移管作業を行った同僚は Halo の

便利さを非常に評価していた。」（ミンネ氏） 

 

Halo Studio について 

 Halo Studio は、ユーザーがテレビ会議で相手とコミュニケ

ーションを行う会議部屋ということになる。Studio と呼んでいる

ことから、“放送室”という感じがあるが、まさしくそうで、吸音

材などを施し、専門家の意見を反映しながら、その会議部屋

の、カメラ、ディスプレイ、テーブルなどのセッティングに工夫

している。 

 Studio 内には、人を表示するための HD カメラやプラズマデ

ィスプレイ（ピープルスクリーン）がそれぞれ３台、データ共有
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をするための HD カメラとプラズマディスプレイ（コラボレー

ションスクリーン、ピープルスクリーンの上側に固定されて

いる。）がそれぞれ１台ずつ、そして、ディスプレイに向かっ

て６人がけの横長のテーブルが１卓、そのテーブルの上に

は、高感度マイクが３基、そしてマウスと PC 接続用の VGA

ケーブル（1024x768 サイズ）、スピーカーなどがある。ネット

ワークについては後述する。 

人が映っている画面を「ピープルスクリーン」、上部のデータ

を表示しているのを「コラボレーションスクリーン」と呼ぶ。 

人の等身大に近い大きさで映るように工夫されている。３つ

のプラズマディスプレイ画面の上側にある３つの黒い四角は、

HD（ハイビジョン）カメラが格納されている。写真上の白い

服を着た女性の向こう側に見える黒い点ぐらいの大きさがマ

イク（６人がけテーブルに３つある）。また、Halo システム

のオン／オフ、相手先の接続などはアイコンがコラボレーシ

ョンスクリーンに表示されるため、テーブルに置いてあるマ

ウスを使って各種操作を行う。 

  

 ピープルスクリーンは３枚だが、これは相手側の６人がけ

テーブル全体を映すために３枚使っている。パノラマ的に

相手側の映像を映している。横に動けば、隣のディスプレ

イに移動して映る。 

 Halo Studio を設置する場合、専用の部屋が必要になる。

まずヒューレット・パッカード社は、お客様に、5.1m x 6.4m

程度の防音上優れた部屋を準備していただくという。そこ

に、吸音材を施した壁などを付け、その陰に機器類を設置、

そして外部の音も聞こえないように会議室内の施工を行う。 

 「非常に静かな環境を実現できれば、ストレスの軽減が可

能だ。単に音声や映像の品質を向上させるだけでなく、ユ

ーザーの心理的な負担も軽減する。非常によいオフィスで

あってもこれだけ静かなことはない。」（ミンネ氏）  

 Halo Studio 内の室内環境については、専門の学者にアド

バイスをお願いしたそうだ。つまりその先生の言葉をかりれば、

ソーシャルコネクションを実現するシステムを考えたということ

だ。遠隔地間であっても、コラボレーションを行いながら、効

果的に仕事をすすめていくためには、ソーシャルコネクション

が重要になってくるという。ソーシャルコネクションを実現する

ためには、お互いの顔が見えること、ボディーランゲージが見

えることが前提になる。そうすると遠隔地の間であってもソー

シャル・キャピタルが構築できる。 

「我々が日常行う会話の言語的なものを除いた大半は、表

情など視覚的なものである。ソーシャルコネクションを遠隔地

間であっても可能とするためには、映像や音声の品質はしっ

かり対応しないといけないと考えた。」（ミンネ氏） 

つまり、ソーシャルコネクションが可能なシステムを考えた

わけだが、映像と音声をよくするだけでなく、それを取り巻く

環境作りにも力を入れた。たとえば、出来る限り人のサイズに

合うようなディスプレイのサイズ、カメラの位置、画面上の精細

さがどのくらい必要か、テーブルの形や色、ライトのアングル、

つまり、陰をなくすために顎にどう光を当てるかなど、さまざま

な人間工学的な観点からも試行錯誤を行いこの室内環境が

完成したわけだ。 

また、部屋のライト、カメラ、プラズマディスプレイなどは全

て IP アドレスが割り当てられているため、後述のヘルプデスク

からの遠隔操作などが行える。 

さらに、コラボレーションスクリーンは、ピープルスクリーン

の上に固定されているが、当初は、コラボレーションスクリー

ンをどこに設置するのがよいかというのも結構悩んだ。「ピー
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プルスクリーンの下側だとか、部屋の端の方だとか。固定

場所を選ぶ上でポイントになったのは、共有されている資

料などを見て即座に相手のリアクションが見えるということ。

ミーティング中では、この動作を繰り返すことになるが、自

然にそれが出来ることが重要だ。そこで、その専門家の視

点から、このピープルスクリーンの上側に置くことが、相手

側とのコネクションを作りやすくし、より相手の反応が見や

すくなるというアドバイスをいただいたのでこの位置に決め

た。」（ミンネ氏） 

「Halo システムの操作性が直感的で簡単であるというの

も重要だ。」（ミンネ氏）Halo システムは、マウスひとつで

Halo システムの相手との接続や切断が簡単に行える。要

は接続先のアイコンをクリックするだけで相手にコール接続

し、終わるときは終了ボタンをクリックするだけだ。 

資料共有の場合も、PC をプロジェクタに接続する感覚で

VGA ケーブルに接続すれば相手に PC のデータを見せる

のが可能。そして、あるいは HD カメラを搭載しているため、

書画カメラ的に物を映して相手に細かいところまで見せるこ

とが可能だ。靴の縫い目も相手側に映像として表示できる

くらい細かいところまでズームをしたりして表示も可能だ。 

「システムの起動やシャットダウンにそれぞれ 30 秒ほど

現在かかるが、システムチェックなどで時間がかかっている。

今後は短縮する方向で調整したいと考えているが、操作性

では事前のトレーニングなしでも Halo は、パソコン操作が

できれば誰でも操作ができる簡単なシステムだ。」（ミンネ

氏） 

  

HVEN（エイチベン、Halo Video Exchange 

Network） 

 HVEN のネットワークはヒューレット・パッカード社のネット

ワークエンジニアが構築したグローバルプライベート IP ネッ

トワークだ。HVEN 自体のネットワークは現在、北米では

OC-12（622Mbps）の回線ネットワークが敷設されているが、

2006 年末までには、OC-48（2.5Gbps）に更改する予定。し

かし、ニューヨークとロンドン間は OC-48 で既に接続されて

いる。 

そして HVEN からユーザーの Halo Studio への接続は、各

所にある HUB（各通信事業者からの回線が集積しているとこ

ろ。）を通して T3 回線（45Mbps）で接続される。T3 回線は、

通信事業者からリースする。 

Halo が使用する帯域は、Halo Studio にあるピープルスクリ

ーン３台に対してそれぞれ約 8Mbps までの帯域、データ共有

のためのコラボレーションスクリーンに 2-4Mbps の帯域を使う

ため、「Halo だけに使うため対向 45Mbps で通常は十分だと

考えている。」（ミンネ氏） 

現在北米やイギリスに HUB があるが、アジアでは、2006 年

末までに 2 カ所に設置予定。シンガポール Halo Studio は、

現在サンフランシスコ HUB に接続されているが、シンガポー

ルには 4 月に HUB が設置。日本での HUB 設置はユーザー

需要次第という。当座はシンガポールの HUB に東京から接

続する方法になる予定。 

「HVEN はあくまでも Halo のために構築した。Halo のお客

様や当社のイントラネットに接続したり、公衆インターネットに

接続したりすることはない。また、単にネットワークを構築した

だけでなく、ネットワークにインテリジェンスを持たせている。

ネットワークのルーティングは、その時のネットワークの状況に

応じて適切なルーティング処理を行い、映像音声の遅延を防

ぎ、QoS を確保している。」（ミンネ氏） 

 

多地点接続機能 

 多地点接続機能は、現在の Halo には搭載されていないが、

今年中には、４拠点接続の多地点接続サービスが予定され

ているが追加費用はかからないという。 

 Halo は相手からの映像を表示するためにプラズマディスプ

レイを３枚使用している。４拠点接続になると、その１枚１枚に、

１拠点ずつ表示されることになる。 

現在のポイントツーポイントでの Halo でもそれぞれのプラ

ズマディスプレイに表示されている映像は、別々の 3 つの映

像ストリーミングで映像の送受信（１映像ストリーミング：8Mbps、

計 24Mbps）をして、両端でそれらの映像を同期し映像を合成
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しているが、その方式をとったのも、多地点接続機能を実

現することを当初から視野に入れていたためだ。 

 このような３つの映像ストリーミングデータをネットワーク上

でマネージして同期させ、QoS やルーティングなど高品質

なネットワーク伝送を提供するためにも、自社でHVENを構

築する必要があった。 

 この多地点接続機能は、すでにプロトタイプが出来ており

ヒューレット・パッカード社で現在試験中だ。多地点環境で

も映像と音声の品質は、ポイントツーポイントでの接続と変

わらないくらい高品質の映像が実現しているという。「ピー

プルスクリーンでの多地点テレビ会議としては非常にうまく

動作しているのを自分も確認している。現在の Halo のユー

ザーも期待している。映像と音声の品質は現在最終的なブ

ラッシュアップの段階で、今後は多地点環境でのコラボレ

ーションスクリーンの共有機能をどう実装するか検討してい

る。それが実現するとたとえばパワーポイントの資料が他の

拠点でも共有することが可能になる。」（ミンネ氏） 

 現在のポイントツーポイントでの多地点を行うとすれば、

Halo が 2 拠点の中に、電話や外部の電話会議多地点サー

ビスなどで、音声だけで Halo のテレビ会議セッションに参

加するということは可能だ。「たとえば、私が契約している電

話会議サービスは、最大同時 50 名参加できるが、その 50

人と Halo が混在接続すれば、電話会議と Halo のテレビ会

議混在多地点会議が行える。」（ミンネ氏）つまり Halo のシ

ステムが無くてもHaloのシステムでテレビ会議をしている人

とお話ができるわけだ。この機能は、Halo の多地点機能が

実現してもそのまま使えることになる。 

  

ヘルプデスク 

 Halo はマネージドサービスとして提供されているが、ヘル

プデスクは、サービスサポートテクニシャンが対応する。  

Halo のユーザーのシステムにトラブルが発生した場合の

一次対応等を行い、問題があればサポートエンジニアへそ

の問題をエスカレーションする。トラブル対応だけでなく、

VGA ケーブルの PC に接続してスライドを共有する方法な

ど一般的なシステムの使い方についても質問ができる。 

 会議中にヘルプデスクを呼ぶ場合は、電話（一般電話）で

呼出し、接続すると、接続したという意味のビープ音が２回鳴

る。電話を切る時もそのビープ音が２回なって電話が切れる。

ヘルプデスクは、Halo テレビ会議での対応ではなく電話での

対応ということ。 

ヘルプデスクに接続すると担当のサービスサポートテクニ

シャンが応対する。その担当者はサポートシステムにログオン

して、ネットワークのパケット状況を確認、Halo Studio内のHD

カメラ、ライト、ディスプレイなどに IP アドレスが割り当てられて

いるために、それらの機器に問題があればリモート診断したり

などを行う。具体的には、ライトは、ヘルプデスクから遠隔でス

イッチをオンオフ、カメラのカラー調整、Halo Studio のシステ

ムのオン、オフ、テレビ会議セッションの接続と切断などが可

能だ。テレビ会議セッションの接続と切断は、トラブル診断の

ためだけでなく、オペレータ接続的な利用方法でも可能だ。

「Halo のユーザーに対してトラブル時だけでなくルーチン的

なことも行っている。」（ミンネ氏） 

現在は英語のみだが、今後アジアなどで提供されるように

なれば、日本語対応が可能なヘルプデスクを検討する予定

だ。 

 

Halo システム今後の展開 

ヒューレット・パッカード社としては、数百万ドル以上の投資

をしてこのサービスを開始したという。米ヒューレット・パッカー

ド社 フューチャーズ・プロダクト・マーケティングマネージャー 

マーク・ミンネ氏によると、「Halo はマネージドサービスとして

提供する。高品質の映像や音声、そして HVEN での広帯域

の使用、そのメンテナンス、サービス品質の維持などがあり価

格は高くハイエンドなプロダクトであるのは確かだが、これは

全てのお客様向けのものではない。単に出張費の削減だけ

でなく役員などの意志決定の迅速化効率化を可能とする。こ

れだけの品質のシステムを使えば、ストレスなく、本当に同じ

部屋にいるかの如くミーティングができ、効率的に意志決定

を行い、仕事を進めていける。企業がプライベートでジェット
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機を使うような役員などであればHaloのコストは高いとは思

わない。しかし、今まで当社が取り組んできたように、コスト

ダウンをしてより導入しやすいようなシステムにしていきたい

とは考えている。たとえば、当社のプリンターは当初

500USD していたが、今は５０USD を切る価格で購入できる

が同じような考え方だ。」 

しかし、この Halo は帯域を 20Mbps 程度使う。「現在は光

ファイバーの帯域は余っている。この Halo のサービスによ

る新しいマーケットを作ることは、当社として嬉しいことであ

り、通信事業者自身も我々のこの事業を見守っている。」と

Halo への自信を見せる。（Halo レポート終わり） 

 

 BCS Tokyo 2006 情報                            

今年も出展社が集まれば、テレビ会議、ウェブ会議、

電話会議専門の展示会＆セミナー「BCS Tokyo 2006」

を、今年の 7 月 13 日（木）－14 日（金）の２日間都

内青山 TEPIA にて開催予定です。 

 
１．BCS Tokyo 2006 企画書（639kb)  

http://cnar.jp/BCS2006p.pdf 

２．ブース詳細、オプション（５MB) 

http://cnar.jp/BCS2006booth.pdf 

３．BCS Tokyo２００５報告書（550kb) 

http://cnar.jp/BCS2005report.pdf 

 

お陰様で出展のお申込も入りつつあります。また、今年

の後援団体企業様もいまのところ４団体社様から今年もご

協力いただけることでご連絡いただいております。 

今まで会議システム市場を、初めて電話会議やテレビ会

議を使って以来、十数年見てきましたが、面的なマーケテ

ィング手法に加え、点的なマーケティング手法も取り入れる

ことが、 現在のアーリーアダプターの段階である会議シス

テム市場ではより重要ではないかという考えが、BCS 

Tokyo にはあります。 

アーリーアダプターは市場のオピニオンリーダーと言わ

れており、後続のマジョリティーへの影響力は強いものがあ

ります。 

BCS Tokyo は、専門であるために小規模ですが、趣旨

は明快で、来場者と出展社との間 で質の高いコミュニケー

ションが可能と評価を頂いております。導入検討の来場者

の方でも、担 当者の方と直接お話が出来たことはよかった

とアンケートでもご評価されております。 

今後さらに、より実務的な、そして、よりユーザーの目線

に近い内容を考えていす。 アーリーアダプターを中心とし

た、会議システムに対して感度の高い層が欲する情報を提供

したいと考えています。 

それが遠回りのようで実は会議システム普及には近道と考

えるからです。 

会議システムに関する情報は特に最近沢山出ているのは

確かですが、先日のあるユー ザーの方が、検索エンジンを

駆使してやっとのことでこの CNA レポート・ジャパンを探し出

した、ということは、その方にとっては、今出回っている情報で

は、まだ何かが物足りないということではないで しょうか。 

この方は恐らくアーリーアダプターの方じゃないかと思いま

す。 

このアーリーアダプターの方は、どのような情報を欲してい

るのか。何かを評価する 際に人間は判断しますがその判断

するための、材料、情報は一体どのような情報なのでしょうか。

それを BCS Tokyo では提供したいと考えています。 

そうすることが、ユーザーの方だけでなく、出展企業の方、

ひいては業界全体にとってもよい結果を生み出すと考えます。 

 

今年実施予定： 

 

１． 利用事例小冊子配布（２０－３０事例）：出展企業様から

ご協力いただく予定。 

２． ユーザーの方が現場での経験を語る利用事例セミナー

セッションと、会議システムについての技術を理解してい

ただくセミナーセッション。 

３． 出展企業のプレゼンテーション。 

４． 導入時注意する点、課題などを勉強するワークショップ。 

５． 無料相談コーナー。会議システムについては何でも聞い

てくださいというコーナー。 

６． 来場者、出展企業アポイントサービス。実際に担当者と

話しができてよかったという導入検討の企業様がいらっし

ゃいますので、その方々へのサポートです。 

 

 昨年までの来場者アンケートにも有りましたが、「業界として

盛り上がっていってください。」、「BCS Tokyo は他とは違う」、

「BCS Tokyo の趣旨はわかりやすい」といった声に答えていき

たいと強く思っております。 

4 月 10 日が出展申込の締め切り日ですが、開催できるよう

に全力で頑張りたいと思います。共同でご出展でも可能です

のでよろしくご検討お願い致します。 

  

 編集後記                            
今号もお読みいただきまして誠に有り難うございました。今号で予

定していた業績発表の続きは次号に変更させていただきます。申し

訳ございません。 

編集長 橋本啓介 

http://cnar.jp/BCS2006p.pdf
http://cnar.jp/BCS2006booth.pdf
http://cnar.jp/BCS2005report.pdf
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